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Seamless integration with LC by design

Superior detection for added con�dence

Streamlined operation for cost ef�ciency

LCMS-2050は、装置サイズの大幅な小型化と、分析の高速化・高感度化の両立を実現した

シングル四重極質量分析計です。極限まで小さくなったボディの中には、島津の技術が凝縮

されています。LC検出器としての使いやすさとMSの優れた能力をかけあわせて、完璧な

ユーザビリティを追求した質量分析計、それがLCMS-2050です。
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LCMS-2050は究極のLC検出器を容易に使用できるように、装置デザイン・装置制御・

分析データ解析のすべての面において妥協がありません。

Seamless integration with LC by design
LC検出器としての使いやすさを追求

™  (質量情報オーバーレイ表示機能)

Analytical  Intel l igenceは、島津製作所が提案する分析機器の新しい概念です。システムやソフトウェアが、
熟練技術者と同じように操作を行い、状態・結果の良し悪しを自動で判断し、ユーザーへのフィードバックや
トラブルの解決を行います。また、分析機器に対する知識や経験の差を補完し、データの信頼性を確保します。

540 mm

Nexera Prep

クイックスタート 真空ポンプを起動してわずか6分で、MSデータ採取可能な状態に
なります。”電源を入れてすぐに使える”LCと同じ感覚でお使いいただ
けます。

島津LCシステムとシームレスに接続可能

LCMS-2050をLCシステムの一部として組み入れていただくことが
できます。Nexera™シリーズやi-Seriesといった既存HPLCシステム
だけでなく、分取システムNexera Prepにも接続可能です。

i-Series

Nexera シリーズ

MSというとパラメータの設定が多くて難しいというイメージがあり
ますが、LCMS-2050ではPDA検出器と同じような簡単なパラメータ
設定のみで分析可能です。LCを使っているときと変わらない操作感
で、MSのデータ採取からデータ解析まで行うことができます。

LCの各種検出器とLCMS-2050を組み合わせて分析を実施した場合に、光学検出器で得られたクロマトグラムに質量情報を 
重ね書きする機能です。特に、成分の分離が困難な共溶出成分や紫外可視領域に吸収をもたない化合物を分析する場合に、質量
情報を用いて化合物を分離、同定することができるため、有用な機能です。

簡単なパラメータ設定でLCと変わらない操作性

Mass-it

LC/MSの特長は高感度・高選択性です。MS検出器は、一般的な光学検
出器よりも高感度です。質量情報に基づいて化合物を同定するため、
MS検出器は共溶出している成分や紫外可視領域に吸収をもたない成分を
検出することができます。また、光学検出器で得られた情報に質量
情報を追加することにより、検出されたピーク情報の確度を高めること
ができます。LCMS-2050はLC検出器として、LCシステムに追加すること
でデータの質を向上させます。

光学検出器での結果に確度をプラス

アトルバスタチンのUVクロマトグラム
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従来のESI/LCMS-2020 加熱型DUIS/LCMS-2050
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従来装置 LCMS-2020の技術を継ぐMS検出器

Superior detection for added con�dence

LCMS-2050の質量範囲はm/z  2～2,000までと幅広くカバーしています。また、LabSolutions™ LCMS（p. 12～13参照）の
デコンボリューション機能を用いることで、高分子の分子量も推定できます。LCMS-2050でヌシネルセン（理論分子量: 
7127.23）を測定すると、4～8価のイオンが検出されました。デコンボリューション機能を用いて計算すると、分子量
は7127.18と算出され、理論分子量との誤差は0.05 Daと非常に精度よい結果が得られました。一般的に、デコンボリュ
ーション機能を用いた分子量推定では、検出される価数イオンが多いほうが、より信頼性の高い分子量を算出すること
ができます。LCMS-2050の広い質量範囲は、核酸、ペプチド、タンパク質、ポリマーなどの高分子の分析にもご活
用いただけます。

広いマスレンジ

キントゼンとトリメリット酸無水物は
低極性化合物でESIでは検出できません。
2つの化合物をDUISで測定してみると、
いずれも感度よく検出することができ
ました。

低極性化合物を高感度で検出

加熱型DUIS™を搭載

LCMS-2050は、新たに開発した加熱
ESIを搭載した加熱型DUIS (Dua l  Ion  
Source) が標準装備されています。
DUISはエレクトロスプレーイオン化
(ES I )と大気圧化学イオン化(APC I )を
同時に行うことのできるイオン源です。
加熱型DUISでは、従来のESIと異なり、
低極性の化合物も感度よく測定する
ことができます。 

ヌシネルセンのマススペクトルとデコンボリューション結果

LCMS-2050は島津の質量分析計の特長である高速性能を継承。小型化されたボディの中に島津のこれまでの技術

を継承・凝縮して、イオン化法・質量範囲など優れた性能を実現しました。
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注：図はイメージです。実際の解析画面とは異なります。
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1:Papaverine (+)

2:Propranolol (+)

3:Diphenhydramine (+)

4:Dipyridamole (+)

5:Amitriptyline (+)

6:Reserpine (+)

7:Chloramphenicol (-)

8:Sulfadimethoxine (+) (-)

9:Furosemide(-)

10:Carbamazepine (+)

11:Isopropylantipyrine (+)

12:Nitrendipine  (+) (-)

正イオン
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極性切替
10 msec
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10 msec

極性切替
10 msec

単糖類 (フルクトース、グルコース) 、二糖類 (スクロース、
マルトース、ラクトース）のマスクロマトグラム

医薬品5成分のUVクロマトグラム(上)とマスクロマトグラム(下)

MS検出器は高感度であり、質量情報を用いて成分を判別するため、合成化合物の中に想定外の成分が混合している場合
でも確実に検出が可能です。UV吸収が小さくUV検出器で検出できないような成分も、LCMS-2050を用いることで感度
よく検出することができます。また、 LCMS-2050は、スキャンスピード15,000 u/sec、正負イオン化切替10 msecで正負
両イオンを高速で検出できます。一度の測定で見落としのない検出が可能となり、分析のスループットを向上します。

UV吸収がない化合物を高感度に測定

糖類の分析にはHPLCが広く用いられていますが、
糖類は紫外可視領域に吸収をもたないため、LCの
検出器としてよく使われるUV検出器では検出する
ことができません。質量分析を用いることでUV吸収の
ない糖の分析を高感度に行うことができます。
右図は、糖類5成分をLCMS-2050で一斉分析して得ら
れたマスクロマトグラムです。LCMS-2050は、小型
でありながらも、単糖類も二糖類も高感度で定性・
定量することができます。

UFscanning™ UFswitching™

15,000 u/secの高速スキャンスピード 正負イオン化切替時間10 msecの高速切替

島津の高速技術を搭載したLCMS-2050であれば、超高速LC (UHPLC)  のシャープなピークを逃しません。十分な
ピーク点数を確保することができるため、スキャンスピードが遅いと埋もれてしまうピーク (下図、ピーク2 ) や分離
が不十分となるピーク (同、ピーク3,4など) も確実にとらえます。

島津の高速技術

高速でも確実に検出

スキャンスピード15,000 u/sec、正負イオン化切替10 msecで医薬品5成分を分析しました。4成分が正イオン、1成分
が負イオンとして、精度よく検出されました。1.07min付近（青▼）にUVクロマトグラムではピークはありませんが、
マスクロマトグラムではピークがあり、UV吸収が小さい成分が検出されています。また、1.28min付近（赤▼）にUVピークは
1つしかありませんが、マスクロマトグラムでは2つのピークを確認することができ、2つの成分が共溶出していることが
わかります。1.01min付近（緑▼）に検出されている成分はUVで検出するにはギリギリの濃度ですが、LCMS-2050では
確実にとらえられています。
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LCMS-2050と従来製品の消費電力比較
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省エネ

LCMS-2050

540mm 540mm

ヒータフランジの裏側から、
DL ASSYを取り外す

新しいDL ASSYを
ヒータフランジに取り付ける

ヒータフランジを取り外す

ヒータフランジ

裏側 裏側

新しい DL

シンプルユーザビリティ

イージーメンテナンス

エコに配慮

FAQが充実

LCMS-2050はラボの省スペースに貢献するだけでなく、省エネや業務効率の向上に大きく貢献します。特に、

質量分析計に馴染みのないユーザーでも、容易にかつ効率的にデータ採取を進められるような技術や機能が散り

ばめられています。LCMS-2050は必要最小限の労力で最大限の結果を出します。

省スペース

LCMS-2050ではシンプルな使い方を追求しました。分析時に必要な各種パラメータの設定は不要、キャリブレー

ション時の配管の切替も不要です。さらに、キャリブレーションはシステムチェック機能（p. 12参照）を用いれば

自動で実行することも可能です。

島津MSの「かんたんメンテナンス」を継承しており、インターフェイス周辺のメンテナンスが容易な設計になっています。
サンプルを真空部へ導入する脱溶媒菅（DL,Desolvation Line）は工具なしで交換可能で、真空停止の必要がないため、装置の
ダウンタイム、メンテナンス労力・時間の削減に貢献します。 

LCMS-2050は、小型化、単相100～240Vで駆動
可能(日本国内は100V)、エコロジーモード機能
(p.12参照)により、LCMS-2020と比較して、
省エネ43％を達成しています。島津独自の
環境配慮認定製品「エコプロダクツplus」にも
認定されています。分析時のランニングコストを
抑制するだけでなく、CO2排出量を抑制して
脱炭素社会の実現に貢献します。

LCMS-2050のワークステーションLabSolutions LCMS
内のヘルプ機能を拡充しました。FAQ形式で分析時に
迷いやすいポイントを解説しています。

LCユニットと同程度のサイズで、LCユニットとの積み重ねが可能なため、追加のスペースを
必要とせずに増設が可能です。

当社が認定したエコプロダクツplusです。

消費電力 当社従来機種比43％削減

消費電力算出条件 : 平日8時間稼働、うち2時間はエコロジーモード機能

（LCとMSはOFF、真空ポンプON）作動。真空ポンプは平日は終日ON、週末はOFF。

Streamlined operation for cost ef�ciency
省エネ・省スペースでラボの生産性を最大化



10 11

LCMS-2050
Liquid Chromatograph Mass Spectrometer

LCMS-2050と従来製品の消費電力比較

0

20

40

60

80

100

従来製品 LCMS-2050

消
費
電
力
 (%
)

43％
省エネ

LCMS-2050

540mm 540mm

ヒータフランジの裏側から、
DL ASSYを取り外す

新しいDL ASSYを
ヒータフランジに取り付ける

ヒータフランジを取り外す

ヒータフランジ

裏側 裏側

新しい DL

シンプルユーザビリティ

イージーメンテナンス

エコに配慮

FAQが充実

LCMS-2050はラボの省スペースに貢献するだけでなく、省エネや業務効率の向上に大きく貢献します。特に、

質量分析計に馴染みのないユーザーでも、容易にかつ効率的にデータ採取を進められるような技術や機能が散り

ばめられています。LCMS-2050は必要最小限の労力で最大限の結果を出します。

省スペース

LCMS-2050ではシンプルな使い方を追求しました。分析時に必要な各種パラメータの設定は不要、キャリブレー

ション時の配管の切替も不要です。さらに、キャリブレーションはシステムチェック機能（p. 12参照）を用いれば

自動で実行することも可能です。

島津MSの「かんたんメンテナンス」を継承しており、インターフェイス周辺のメンテナンスが容易な設計になっています。
サンプルを真空部へ導入する脱溶媒菅（DL,Desolvation Line）は工具なしで交換可能で、真空停止の必要がないため、装置の
ダウンタイム、メンテナンス労力・時間の削減に貢献します。 

LCMS-2050は、小型化、単相100～240Vで駆動
可能(日本国内は100V)、エコロジーモード機能
(p.12参照)により、LCMS-2020と比較して、
省エネ43％を達成しています。島津独自の
環境配慮認定製品「エコプロダクツPlus」にも
認定されています。分析時のランニングコストを
抑制するだけでなく、CO2排出量を抑制して
脱炭素社会の実現に貢献します。

LCMS-2050のワークステーションLabSolutions LCMS
内のヘルプ機能を拡充しました。FAQ形式で分析時に
迷いやすいポイントを解説しています。

LCユニットと同程度のサイズで、LCユニットとの積み重ねが可能なため、追加のスペースを
必要とせずに増設が可能です。

当社が認定したエコプロダクツPlusです。

消費電力：当社従来機種比43％削減

消費電力算出条件 : 平日8時間稼働、うち2時間はエコロジーモード機能

（LCとMSはOFF、真空ポンプON）作動。真空ポンプは平日は終日ON、週末はOFF。

Streamlined operation for cost ef�ciency
省エネ・省スペースでラボの生産性を最大化



ユーザーを選択してログイン

装置ステータスを表示

サンプルキューの分析時間を表示

サンプルの分析状況を色で表示

メソッドとサンプルを選択

［分析開始］ボタンをクリックするだけで分析開始
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3/4約

消費電力が

データブラウザ  データ表示、解析

・複数ユーザーでの装置共有をサポートするオープンアクセス機能。
・サンプル登録画面にログイン後、メソッドとサンプルを選択するだけで分析開始。
・マルチメソッド（複数の移動相、LCカラムを切替）分析時、流路などの自動洗浄をサポート。
・LC、PDA、MS装置ステータス表示。

・サンプルプレート上のサンプルをクリックするだけで、データを迅速に表示。
・ネットワーク上のPCにソフトウェアをインストールするだけで、　
　どのPCからもデータブラウザを起動することが可能。
・LCクロマトグラムの波形処理（ピークの追加と削除）を簡単実行。
・任意の時間のマススペクトル、UVスペクトルを表示。
・マススペクトルの類似度を指標にピーク純度を計算、表示。

サンプル登録 シンプルで直感的な操作により分析

システムの使用状況を確認して、一定時間使用していない場合は自動で装置のシャットダウンを実行する機能です。シャット
ダウンは次の3通りから選択することができます。

ユーザーのワークフローをサポートする機能

 

・LCおよびMSすべてをシャットダウン（真空ポンプもOFF）
・LCおよびMSをシャットダウン（真空ポンプはON）
・LCのみシャットダウン

エコロジーモード機能

消費電力算出条件

エコロジーモード不使用：平日8時間稼働、真空ポンプは常時運転。

　（LCとMSはOFF、真空ポンプON）作動。

オプション：分析用オープンアクセスソフトウェア「Open Solution」

標準試料を自動で注入して、質量精度、分解能、スペクトル
強度等をチェックして、装置状態を確認するシステム
チェック機能です。設定した合否判定結果に応じて、自動的
にキャリブレーションを行います。任意の日時に実行できる
ため、夜間や週末など、分析業務時間外にキャリブレー
ションを完了して、ベストな状態で分析を開始することが
できます。ユーザーの手を介することなく装置状態を維持
することができ、安定したデータを取得・運用が可能です。 

パフォーマンス・コンシェルジュ

LabSolutions LCMSはLCとMSの装置制御を同時に行うことができ、LCの各種
検出器で得られたデータとMSデータを同一のプラットホーム上で解析することが
できます。LCおよびMSのデータ採取から解析までのワークフローを統合する
ことにより煩雑になりやすいソフトウェアの操作性を向上します。LCクロマト
グラムとマスクロマトグラム、UVスペクトルとマススペクトルを1つの画面上
に表示することができるため、容易にデータ比較を行うことができます。

LCMS-2050のワークステーションであるLabSolutions LCMSには、Analytical Intelligenceを使った解析をサポート

する機能やエコに配慮した機能が新たに搭載されました。また、LCMS-2050はOpen Solutionにも対応しており、

分析業務をさらに効率よく行えます。

LCとMSを1つのソフトウェアで制御・解析

エコロジーモード使用：平日8時間稼働、うち2時間はエコロジーモード機能

真空ポンプは平日は終日ON、週末はOFF。

統一した操作環境でデータ採取からデータ解析までをトータルサポート

LabSolutions LCMS
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最先端の検出技術とデータ処理アルゴリズム、さらに他の機

器やネットワークシステムとの接続機能を備えたLCMS-2050

は、今後10年にわたって時代を牽引する質量分析計です。

あなたが思い描く未来はLCMS - 2050によって実現される

でしょう。そして、LCMS-2050は時代の変革の一部を担う

ことでしょう。

現在、私たちの社会は大きな変遷と変革を遂げようとしてい

ます。コンピュータ性能の向上、ネットワーク技術の

進歩、アルゴリズムの発展、これらすべてが旧来のシステムの

近代化に貢献しています。この時代の変化に、私たち

自身は追いついているのでしょうか。周りを見渡すと、

私たちの環境が今後10年間で大きく変化するであろうことが

わかります。自動化が進み、高度な知識が必要とされるよう

になりました。生産性は数値として評価され、 C O 2

排出量はコストとしてみなされるようになりました。私たちが

想像するすべてが、変化の原動力になるのです。

島津製作所は、50年以上にわたり、質量分析計、分光分析装

置、分析天びん、各種クロマトグラフ装置を提供して

きました。このビジネスの根底にあるのは、科学技術を

通じて社会に貢献するという企業理念です。常に最新の
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